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	海外鉄道プロジェクトでは、国際規格や業界規格への適合を求められるケースが多くあります。しかし、日本の鉄道産業は、国内調達が主であることや、鉄道事業者毎に各社の輸送特性や環境に対し最適な技術開発を行ってきた背景から、国際規格への対応が進んでおらず、海外展開における障壁となっていました。海外展開を円滑に進めるためには、日本の鉄道技術を国際規格や業界規格へ盛り込むことや、日本の技術を国際規格に対応させることが重要となります。
	＜国際事業本部標準化戦略・推進部門について＞
	国際事業本部標準化戦略・推進部門は、鉄道技術の国際展開を支える標準化対応の中核組織として、2019年に設立されました。国際規格への適合が求められる海外鉄道プロジェクトに対応するため、国際規格審議への参画、製品・マネジメント規格への適合、標準化人材の育成を中心とした業務を行っています。
	＜パリ事務所について＞
	パリ事務所は、1965年に日本国有鉄道により設立され、1987年の分割民営化の際にJR東日本が引き継ぎ、現在は国際事業本部の付属組織となっています。国際標準化活動に加え、海外ビジネスやインバウンド戦略の推進、欧州の鉄道事業者や国際機関とのネットワーク構築などを主な業務としています。

